
２面　環境教育の推進
　　　セーフティ教室
３面　合同校舎型小中一貫校検討
　　　結果地元報告会
　　　道徳授業地区公開講座
４面　公民館は自由なひろばです
　　　小学校２０１１年度教科用図書展

示会

 ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
市
議
会
の
同
意

を
い
た
だ
き
、
山
田
前
教
育
長

の
後
任
と
し
て
、
４
月
１
日
付

で
教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
十
一
世
紀
は
、
新

し
い
知
識
・
情
報
・
技
術
が
政

治
・
経
済
・
文
化
を
は
じ
め
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
の
活
動

の
基
盤
と
し
て
飛
躍
的
に
重
要

性
を
増
す
、
い
わ
ゆ
る
「
知
識

基
盤
社
会
」
の
時
代
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
知
識
は
、

多
種
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
等
を
通

じ
て
常
時
、
大
量
に
提
供
さ
れ

る
情
報
や
瞬
時
に
互
い
の
情
報

を
交
換
で
き
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
に
よ
っ
て
、
絶
え
間

な
く
生
み
出
さ
れ
変
化
し
続
け

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
に
は
、
単
に
知
識
や

技
能
を
習
得
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の

他
の
能
力
を
は
ぐ
く
み
、
変
化

の
激
し
い
社
会
を
主
体
的
に
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
社
会
状

況
の
中
で
、
諸
課
題
を
学
ぶ
場

や
資
料
の
提
供
等
、
市
民
に
対

す
る
学
習
機
会
の
提
供
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
の
変

化
や
教
育
基
本
法
等
法
改
正
の

動
き
に
対
応
す
る
た
め
、
２
０

０
８
年
度
よ
り
「
町
田
市
教
育

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
町
田
市

の
学
校
教
育
並
び
に
生
涯
学
習

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教

育
目
標
の
実
現
の
た
め

の
四
つ
の
柱
を
基
本
方
針
と
し

て
教
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
２
月
と
５
月
に
、
東
京

都
史
跡
小
山
田
１
号
遺
跡
（
小
山

田
桜
台
２
―
　
―
　
）
に
お
い
て

１６

３２

遺
跡
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
直
径
　
～
　
ｃ

１０

２０

ｍ
の
穴
が
数
ヶ
所
開
け
ら
れ
た

り
、
施
設
の
一
部
が
壊
さ
れ
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
山
田
１
号

遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
花
火
や

焚
き
火
、
落
書
き
な
ど
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
頻
繁
に
お

こ
っ
た
た
め
、
今
回
は
警
察
へ
被

害
届
を
提
出
し
ま
し
た
。
文
化
財

は
み
ん
な
で
守
り
後
世
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な

も
の
で
す
。
市
で
も
巡
回
等
を
強

化
し
ま
す
が
、
も
し
不
審
な
行
動

を
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

警
察
へ
の
通
報
等
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
小
山
田
１
号
遺
跡
は
鎌
倉
時
代

～
室
町
時
代
に
か
け
て
の
武
士
の

屋
敷
跡
で
、
発
掘
調
査
当
時
の
ま

ま
の
姿
で
保
存
さ
れ
、
自
由
に
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
崖
を

切
り
崩
し
、
幅
　
ｍ
、
奥
行
　
ｍ

５０

１５

ほ
ど
の
平
坦
面
を
つ
く
り
だ
し
、

こ
こ
に
　
ｍ
×
６
ｍ
、
深
さ
１
ｍ

１２

の
特
大
の
竪
穴
状
遺
構
（
床
面
積

　
㎡
、
畳
　
枚
分
の
広
さ
で
す
）

５４

３０

や
桁
行
４
間
（
約
８
ｍ
）
×
梁
行

２
間
（
約
４
ｍ
）
の
掘
建
柱
建
物

跡
な
ど
を
建
て
、
屋
敷
地
と
し
て

い
ま
し
た
。

　
町
田
の
伝
承
シ
リ
ー
ズ
は
、
町

田
に
根
ざ
し
、
受
け
継
が
れ
て
い

る
民
話
な
ど
の
無
形
文
化
財
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
１
９
６
８
年

に
刊
行
さ
れ
た
「
町
田
市
の
文
化

財
第
６
集
　
民
話
・
伝
承
特
集

号
」
を
も
と
に
増
補
、
改
訂
し
、

町
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
新

た
に
資
料
収
集
し
た
上
で
執
筆
、

編
集
さ
れ
ま
し
た
。
同
シ
リ
ー
ズ

は
、
１
９
９
７
年
か
ら
継
続
的
に

刊
行
し
て
お
り
、
本
年
４
月
　
日
１７

に
刊
行
さ
れ
た
「
年
中
行
事
」
で

５
冊
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
期
に
町
田
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
承
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。 ▲町田の伝承シリーズ

主な収録内容価格刊行年刊行物

主に人物、生活、信仰などに関連する民話５００円１９９７年「町田の民話と伝承　第一集」

主に史跡、自然、動植物、妖怪・変化などに関
連する民話５００円１９９８年「町田の民話と伝承　第二集」

昭和３０年代の１２歳以下の子どもの遊び、遊戯歌３００円２０００年「町田の伝承　こどもの遊び」

町田がまだ都市近郊の農村だった時期に使わ
れていた言葉、唄５００円２００４年「町田の伝承　町田の方言と俗信・俗謡」

地域ごとに継承されてきた伝統としての行事３００円２０１０年「町田の伝承　年中行事」

販売場所
市政情報やまびこ　　中町１－２５－１４中町分庁舎　　辺７２４－８４０７
自由民権資料館　　　野津田町８９７　　　　　　　　　辺７３４－４５０８
市立博物館　　　　　本町田３５６２　　　　　　　　　辺７２６－１５３１
生涯学習課　　　　　森野１－３３－１０　　　　　　　辺７２４－２５５４

《
渋
谷
友
克
教
育
長
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
》

○
昭
和
　
年
生
ま
れ

２４

　
　
歳
６１

○
昭
和
　
年
町
田
市
就
職
、

４８

企
画
部
財
政
課
長
、企
画

部
参
事
、
新
庁
舎
担
当
部

長
な
ど
を
経
て
平
成
　
年
１９

４
月
か
ら
総
務
部
長
。

一
　
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
と
健
や
か
な
精
神
の

育
成

二
　
学
校
の
教
育
力
の
向
上

三
　
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

連
携
し
た
教
育
の
推
進

四
　
生
涯
学
習
の
推
進

教
育
長

渋
谷
友
克

町町町町町町町町町町田田田田田田田田田田のののののののののの伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝承承承承承承承承承承町田の伝承ををををををををををを
後後後後後後後後後後世世世世世世世世世世にににににににににに伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝ええええええええええまままままままままま後世に伝えますすすすすすすすすすす

　田端環状積石遺構は、１９６８年に畑を耕作中に偶然発見され
た縄文時代後～晩期（約３５００～２８００年前）の墓地、祭祀場で
あり、都内で唯一見学できるストーンサークルです。３０基の
墓からなる集団墓地が形成された後、その上に人の頭ぐらい
の大きさの石を積み上げて９×７ｍのストーンサークルがつ
くられました。現在は実物を埋め戻して保存し、その上にレ
プリカによる復元がされています。
【所在】小山町３１１２－２ほか
【見学】随時、無料、駐車場はあ
りません。
【案内】多摩境駅より多摩ニュー
タウン通りを町田街道方面に歩
いて約５分。通り沿いで進行方
向に向かって右手にあります。

町田市の文化財をご存知ですか
　第１回　田端環状積石遺構（都指定史跡）

連 載

▲多くの穴が開けられている ▲遺跡に穴を開けられた跡

▲鎌倉時代～室町時代にかけて武士階
　級が使った建物の大型竪穴状遺構

文化財を大切に!文化財を大切に!!!
～小山田１号遺跡が　　

被害に～　
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教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
生
活
を
見
直
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実
践
す
る

こ
と
や
豊
か
な
自
然
を
体
験
す
る

こ
と
な
ど
、
環
境
保
全
や
自
然
保

護
に
取
り
組
む
意
識
を
育
成
す
る

環
境
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
町
田
市
に
お
い
て
、
よ
り
良
い

環
境
教
育
を
行
っ
て
い
く
た
め
に

は
、「
連
携
」と「
共
働
」が
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

で
こ
の
環
境
教
育
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
学
校
の
中
か
ら
、

大
戸
小
学
校
、
武
蔵
岡
中
学
校
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
両
校
は
町
田
市
西
部
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
活
用
し
、
地
域
の
方

々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ご
み
問

題
や
、
大
地
沢
の
自
然
保
護
な
ど

身
近
な
環
境
に
か
か
わ
る
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
も

市
立
全
中
学
校
２
年
生
約
３
１
０

０
人
を
対
象
に
職
場
体
験
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
６
年
目
を
迎
え
る

こ
の
事
業
も
、
市
内
の
各
事
業
所

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
が
あ
っ
て
こ
そ
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
年
度
は
昨
年
度

同
様
に
３
期
に
分
け
て
実
施
し
、

第
１
期
は
９
月
　
日
（
月
）
か
ら

１３

始
ま
り
ま
す
。

　
中
学
校
２
年
生
に
と
っ
て
こ
の

連
続
５
日
間
の
職
場
体
験
は
、
働

く
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
未
来

探
し
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
社
会
の
一
員
と
し
て
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
身
に
付
け
た
り
、
将

来
の
職
業
や
自
分
の
進
路
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の

で
す
。
職
場
体
験
実
施
後
に
保
護

者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
親
子
で
職
業
や
将
来
の

こ
と
を
話
す
機
会
が
増
え
た
。」

と
回
答
さ
れ
る
保
護
者
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
け
入
れ

先
の
事
業
所
か
ら
も
、「
職
場
体

験
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
取
組

が
大
変
積
極
的
で
、
中
学
生
に
対

す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
。」
と
い

う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
が
自
分
の
可
能
性
を
発
見

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
が
、
明
る
く
、
元
気

で
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
市
内
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
セ
ー
フ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
、
不
審
者
に
よ
っ
て

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
の
あ
る
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
薬
物

使
用
の
低
年
齢
化
が
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
は
、
常
に
犯
罪

の
被
害
者
や
加
害
者
と
も
な
り
得

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
町
田
市
で
は
、
２
０
０
５
年
度

か
ら
す
べ
て
の
小
･
中
学
校
で
セ

ー
フ
テ
ィ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
非
行
・
犯
罪

被
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、
飲
酒

・
喫
煙
防
止
、
薬
物
乱
用
防
止
、

万
引
き
防
止
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
携
帯
電
話
等
の
ハ
イ
テ
ク
犯
罪

防
止
、
連
れ
去
り
・
性
被
害
防
止

等
に
つ
な
が
る
悪
い
誘
い
の
断
り

方
な
ど
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
二
部
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
部
で
は

「
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止
の
学
習
」

と
し
て
、
警
察
署
職
員
な
ど
の
関

係
諸
機
関
の
協
力
を
得
て
、
子
ど

も
た
ち
の
非
行
防
止
や
犯
罪
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
の
学
習
を
行
い

ま
す
。
こ
の
学
習
は
、
児
童
・
生

徒
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
第
二
部
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
、
関
係
諸
機
関
の
担
当
者
な

ど
が
参
加
し
て
、「
意
見
交
換
会
」

を
行
い
ま
す
。
会
場
に
お
い
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
関
係

機
関
等
が
連
携
し
、
非
行
や
犯
罪

被
害
か
ら
児
童
・
生
徒
を
守
る
た

め
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
、
検
討
し
ま
す
。

　
各
学
校
の
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
の

内
容
で
す
が
、
今
年
度
は
、
万
引

防
止
、
薬
物
乱
用
防
止
、
ハ
イ
テ

ク
犯
罪
防
止
に
関
す
る
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
す
べ
き

な
の
か
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
安
全
な
地
域
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
を
通
し
て
学
校
と
と
も
に
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
後
の
開
催
予
定
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
指
導
課

　
辺
７
２
４
・
２
１
５
４

２０１０年度〈実施日・実施校一覧〉
【第１期】９月１３日（月）から１７日（金）まで〔９校〕
　本町田中学校、鶴川中学校、鶴川第二中学校、真光
寺中学校、忠生中学校、木曽中学校、小山田中学校、
堺中学校、武蔵岡中学校

【第２期】１１月２２日（月）から２６日（金）まで〔６校〕
　町田第一中学校、町田第二中学校、つくし野中学校、
南成瀬中学校、薬師中学校、山崎中学校

【第３期】１月２４日（月）から２８日（金）まで〔５校〕
　町田第三中学校、南大谷中学校、南中学校、成瀬台
中学校、金井中学校

芦

斡

梓

扱

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

●環境教●環境教育育（大戸小学校全校・６年生（大戸小学校全校・６年生））
昨年校庭に天然の芝生が搬入されました。地域　昨年校庭に天然の芝生が搬入されました。地域のの

方の協力も得ながら芝生は元気に育ち、子どもた方の協力も得ながら芝生は元気に育ち、子どもたちち
は裸足で芝生の上で遊んでいますは裸足で芝生の上で遊んでいます。。
環境学習の一環として、ＮＰＯ法人ネイチャー　環境学習の一環として、ＮＰＯ法人ネイチャーセセ

ンターリセンの岩間美代子先生をゲストティーチンターリセンの岩間美代子先生をゲストティーチャャ
ーにーに迎迎え、「校庭と私たちの生活のかかわりを考え、「校庭と私たちの生活のかかわりを考ええ
よう～校庭の樹木と二酸化炭素の吸収量～」といよう～校庭の樹木と二酸化炭素の吸収量～」というう
テーマで学習をしました。校庭に寝そべりテーマで学習をしました。校庭に寝そべり、、校庭の校庭の
風風・光・水・土・・光・水・土・生生き物に触れて、自分達が６年間過き物に触れて、自分達が６年間過ごご
した校庭の魅力を改めて感じることができましたした校庭の魅力を改めて感じることができました。。

●ふれあい広場とビオトー●ふれあい広場とビオトーププ（大戸小学校）（大戸小学校）
大戸小学校のふれあい広場には､ユキとココと　大戸小学校のふれあい広場には､ユキとココといい

う２匹のやぎがいます。飼育委員会が中心となう２匹のやぎがいます。飼育委員会が中心となっっ
て、全学年の児童が毎日交代で飼育小屋の掃除をて、全学年の児童が毎日交代で飼育小屋の掃除をしし
たり、えさを食べさせてあげたりして「ふれあいたり、えさを食べさせてあげたりして「ふれあい活活
動」を行っています動」を行っています。。
また、ふれあい広場に隣接しているビオトープ　また、ふれあい広場に隣接しているビオトープにに

は、おたまじゃくしやアメンボがいます。理科のは、おたまじゃくしやアメンボがいます。理科の授授
業では、顕微鏡を使って観察をしています業では、顕微鏡を使って観察をしています。。

●野外調●野外調査査（武蔵岡中学校１年（武蔵岡中学校１年生生、、２年生）２年生）
学校周辺の自然環境に恵まれた地域をより深く　学校周辺の自然環境に恵まれた地域をより深く知知

るために首都大学東京勤務の川本秀雄氏を招き、るために首都大学東京勤務の川本秀雄氏を招き、大大
地沢に分布する植物の観察・調査をしました。特地沢に分布する植物の観察・調査をしました。特にに
春の野山のスミレやイチリン草など、この時期に春の野山のスミレやイチリン草など、この時期に咲咲
く草花について詳しく説明を受け、生徒は写真撮く草花について詳しく説明を受け、生徒は写真撮影影
やメモをとるなどの調査をしました。学校から徒やメモをとるなどの調査をしました。学校から徒歩歩
で行くことのできる素晴らしい自然の中で学習がで行くことのできる素晴らしい自然の中で学習がでで
きることは自慢のひとつです。環境保護の重要性きることは自慢のひとつです。環境保護の重要性にに
ついて学ぶことができましたついて学ぶことができました。。

● 地域の木材資源の活● 地域の木材資源の活用用（武蔵岡中学校）（武蔵岡中学校）
学校と地域の方の協力で大地沢より切り出した　学校と地域の方の協力で大地沢より切り出した杉杉

の原木を製材しました。製材した木材は、技術のの原木を製材しました。製材した木材は、技術の授授
業で教材として活用します。現在どの様に活用す業で教材として活用します。現在どの様に活用するる
か様々な製品を試作しており、写真のように、自か様々な製品を試作しており、写真のように、自然然
の素材をそのまま生かした良い作品もできましたの素材をそのまま生かした良い作品もできました。。
完成した作品は近隣の相原保善会、相原幼稚園、完成した作品は近隣の相原保善会、相原幼稚園、デデ
イホーム「相原やまゆり会」等に寄贈しましたイホーム「相原やまゆり会」等に寄贈しました。。

環
境
教
育
の

推
進

セーフティ教室
～家庭・学校・地域で子どもたちを守ろう～

職職場場体体験験事事業業
地域で支えよう「町田っ子」の未来探し

　
な
お
、
新
た
な
受
け
入
れ
先
事

業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
募

集
中
で
す
。
ご
検
討
い
た
だ
け
る

場
合
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※セーフティ教室の日程については、変更されることもあります。参加を希望され
る場合には、直接学校へご確認下さい。また、セーフティ教室の詳しい内容につ
いても、各学校へお問い合わせ下さい。なお、上記の表に掲載のない学校につい
ては、すでに実施されました。

【小学校】
小 学 校 名曜 日日月
町 田 第 五火22

6
町 田 第 二水23
町 田 第 三木24
藤 の 台金25
本 町 田 東火29
大 戸月5

7

成 瀬 台水7
町 田 第 一木8
町 田 第 四金9
つ く し 野

月12
高 ヶ 坂
町 田 第 六火13
成 瀬 中 央水14
南 成 瀬木15
南 大 谷金16
南 第 二木9

9

小 川月13
鶴 間火14
南 第 一金17
南 第 三火21
南 第 四水22
南つくし野火28
南 第 一木25

11 南 第 一金26
大 蔵未定

【中学校】
中 学 校 名曜 日日月
成 瀬 台月21

6
木 曽金25
山 崎金2

7

金 井
月5

武 蔵 岡
南 大 谷火6
鶴 川金9
鶴 川 第 二土10
忠 生

月12
堺

本 町 田金23
南 大 谷月7

3
南 成 瀬木10
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町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
２
０

０
８
年
７
月
よ
り
「（
仮
称
）
町

田
市
立
大
戸
・
武
蔵
岡
合
同
校
舎

型
小
中
一
貫
校
の
在
り
方
検
討
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
学
校
長
、

地
域
の
方
々
と
と
も
に
、
大
戸
小

学
校
及
び
武
蔵
岡
中
学
校
を
合
同

校
舎
型
小
中
一
貫
校
に
創
り
変
え

る
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
協
議
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
２

０
１
０
年
５
月
８
日
（
土
）
大
戸

小
学
校
体
育
館
に
て
地
元
報
告
会

を
開
催
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
報
告
い
た
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、　
名
の
方
が
参
加
さ

６７

れ
ま
し
た
。
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
く
中
、
多
く
の
方
々
が
、
小

中
一
貫
校
開
校
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
合
同
校
舎
型
小
中
一
貫
校
に
よ

り
、
小
・
中
学
校
の
教
育
の
一
貫

性
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
少
人
数

指
導
に
よ
る
基
礎
学
力
向
上
を
図

り
、
き
め
細
や
か
な
特
色
あ
る
教

育
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
や
、
大

学
連
携
、
地
域
協
働
の
学
校
づ
く

り
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
児
童
・

生
徒
が
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

健
康
的
で
快
適
な
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
な
ど
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討

を
進
め
、
合
同
校
舎
型
小
中
一
貫

校
基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。
　
２
０
１
２
年
４
月
開
校
を
目
指

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
準
備
が
さ
ら

に
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に

は
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
教
育
総
務
課

　
辺
７
２
４
・
２
１
７
２

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
の

た
め
の
「
就
学
相
談
」
の
申
込
み

を
、
次
の
通
り
受
付
し
ま
す
。
都

合
の
よ
い
日
時
に
直
接
会
場
へ
お

越
し
下
さ
い
（
予
約
不
要
）。

　
い
ず
れ
の
日
も
都
合
の
悪
い
方

は
、
指
導
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

事
前
説
明
会
６
月
　
日
（
金
）
午

２５

前
　
時
～
正
午
（
参
加
は
任
意
）

１０
受
付
日
７
月
７
日
（
水
）、　
日
１２

（
月
）、　
日
（
火
）、　
日
（
水
）、

１３

２１

　
日
（
金
）、
８
月
４
日
（
水
）、

２３９
日
（
月
）、　
日
（
火
）

１７

時
間
午
前
９
時
～
　
時
　
分
、

１１

３０

午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

会
場
町
田
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４

階
会
議
室

※
母
子
手
帳
・
愛
の
手
帳
・
身
体

障
害
者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持

ち
下
さ
い
。
保
護
者
の
方
の
み

で
申
込
み
で
き
ま
す
。

　
こ
の
相
談
は
、
町
田
市
障
が
い

児
就
学
相
談
委
員
会
に
よ
る
相
談

会
（
９
～
　
月
に
実
施
予
定
）
を

１１

通
し
て
、
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ

い
て
保
護
者
の
方
と
と
も
に
考
え

て
い
く
も
の
で
す
。

　
な
お
、
中
学
校
進
学
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
在
学
の
小
学
校
を
通

じ
て
受
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
私
立
小
学
校
等
に
在
学

さ
れ
て
い
て
、
都
立
特
別
支
援
学

校
ま
た
は
町
田
市
立
中
学
校
の
特

別
支
援
学
級
へ
進
学
を
お
考
え
の

方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
指
導
課

　
辺
７
２
４
・
２
１
８
０

　
町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
２

０
１
０
年
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の

間
に
定
例
会
３
回
、
臨
時
会
２
回

を
開
催
し
、　
件
の
議
案
を
審
議

４２

し
、
２
件
を
協
議
し
、　
件
の
報

２０

告
を
受
け
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
教
育
委
員
会
の
開
催
状

況
や
議
題
の
内
容
、
議
事
録
等

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
議
案
】

○
町
田
市
立
学
校
の
学
校
徴
収
金

事
務
取
扱
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

○
町
田
市
立
学
校
教
職
員
安
全
衛

生
管
理
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

○
町
田
市
学
校
安
全
衛
生
推
進
会

議
及
び
衛
生
委
員
会
規
程
の
制
定

に
つ
い
て

【
協
議
】

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
機
能
に
か

か
る
具
体
的
施
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て

【
報
告
事
項
】

○
（
仮
称
）
町
田
市
立
大
戸
・
武

蔵
岡
合
同
校
舎
型
小
中
一
貫
校
の

在
り
方
検
討
委
員
会
検
討
報
告
書

（
二
年
次
）
に
つ
い
て

○
自
由
民
権
資
料
館
常
設
展
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

○
（
仮
称
）
町
田
市
立
大
戸
・
武

蔵
岡
合
同
校
舎
型
小
中
一
貫
校
基

本
計
画
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の

制
定
に
つ
い
て

○
町
田
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

の
答
申
「
町
田
市
に
お
け
る
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
学
習
機

会
の
提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

に
つ
い
て

○
２
０
０
９
年
度
町
田
市
立
図
書

館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
―
調
査
報

告
書
―
に
つ
い
て

　「
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
」

は
、
東
京
都
の
「
心
の
東
京
革
命
」

の
一
環
と
し
て
全
都
の
公
立
学
校

で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
各
学
校
で
の
道
徳
の
時
間
の
授

業
を
保
護
者
や
地
域
の
方
々
な

ど
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
見
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
後
の

意
見
交
換
会
な
ど
を
通
し
て
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と

し
れ
な
い
。
」

・
「
叱
る
こ
と
と
褒
め
る
こ
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
保
ち
な
が
ら

子
ど
も
の
道
徳
的
な
実
践
力
を
育

て
て
い
き
た
い
。
」

な
ど
の
よ
う
な
意
見
や
感
想
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
、
学
校
及
び
地
域
社
会
が

連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
心
を
育
む
た
め
に
、
一
人
で
も

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
の
開

催
日
時
に
つ
い
て
は
、
変
更
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
来
校
さ
れ

る
場
合
は
、
各
学
校
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

な
っ
た
道
徳
教
育
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
道
徳
の
授

業
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
立
場
の
違
い
を
越
え

て
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
て
て

い
く
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
し
合
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
意
見
交
換
会
で

は
、
保
護
者
や
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
、

・
「
今
の
道
徳
の
授
業
は
、
昔
と

違
い
、
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
場

面
が
あ
っ
て
新
鮮
に
感
じ
た
。
」

・
「
よ
く
、
子
ど
も
自
身
や
子
ど

も
の
心
が
変
わ
っ
た
と
聞
く
が
、

一
番
変
わ
っ
た
の
は
、
大
人
か
も

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
で

は
、
日
々
の
教
育
活
動
の
様

子
や
特
色
あ
る
取
組
を
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
学
校
公
開

の
一
環
と
し
て
、
道
徳
授
業

地
区
公
開
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

合
同
校
舎
型
小
中
一
貫
校
の

検
討
結
果
に
つ
い
て

地
元
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

受
付
し
ま
す

障
が
い
児
就
学
相
談

▲成瀬中央小学校１年５０M走

▲鶴川第二小学校紅白玉入れ ▲高ヶ坂小学校５、６年生騎馬戦

町田市立小・中学校全
６２校のうち５２校で、 
５月から６月にかけ
て、春の運動会・体育
祭が開催されました。

※表中の「開始時刻」は、「道徳授業」の開始時刻です。
※なお、この表に掲載のない学校については、すでに実施されました。

道徳授業地区公開講座日程
【小学校】

小学校名開始時刻曜日月
忠 生 第 一8：35

土266
町 田 第 五9：35

鶴 川 第 二9：35

南 第 二10：40

高 ヶ 坂13：40金1

10

大 戸8：30

土9 小 山9：25

南 第 四9：40

南つくし野8：50

土16

町 田 第 一9：25

本 町 田9：25

鶴 川 第 三9：25

南 第 三9：30

町 田 第 三9：35

山 崎9：45

藤 の 台13：40金22

小 川9：35土23

大 蔵13：45金29

町 田 第 六8：40
土30

成 瀬 台9：45

町 田 第 二9：25水3
11

小 山 中 央10：25土27

小 山 田 南8：35土412

【小学校】
小学校名開始時刻曜日月
金 井9：30土5

2
鶴 川 第 四8：40

土19 木 曽 境 川9：25

小 山 ヶ 丘10：25

【中学校】
中学校名開始時刻曜日月
小 山 田13：25水236

南 大 谷13：25金2
7

町 田 第 二13：20水7

成 瀬 台9：50土11

9

忠 生10：50

土18 町 田 第 一13：25

つ く し 野13：25

木 曽13：15土25

町 田 第 三13：25

水29 鶴 川 第 二13：25

鶴 川13：30

南13：20
金1

10

真 光 寺13：25

武 蔵 岡10：20土9

山 崎13：25金29

薬 師13：25土30
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まちだ市民大学HATSのエコ・アクション！
　
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の

環
境
講
座
で
は
、
現
在
『
ま
ち
だ

　
ｄ
ｅ
　
エ
コ
・
ツ
ア
ー
　
～
こ

こ
か
ら
は
じ
め
る
エ
コ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
～
』
と
銘
打
っ
た
参
加
体
験

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
「
保
水
を
学
ぼ
う
！
　
こ
れ
ぞ

竹
切
り
三
昧
！
」

６
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４

２７

時【活
動
内
容
】

保
水
の
森
の
回
復
計
画
と
作
業
の

概
要
を
学
び
、
竹
林
の
伐
採
整
理

の
作
業
に
参
加
す
る
。

【
指
導
団
体
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴
見
川
源
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

【
活
動
場
所
】

鶴
見
川
源
流
保
水
の
森
・
上
小
山

田◇
「
み
ど
り
の
息
吹
！
　
草
刈
り

ハ
ー
モ
ニ
ー
！
」

７
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
半
～

正
午

【
活
動
内
容
】

き
つ
ね
く
ぼ
緑
地
の
沿
革
と
環
境

保
全
の
取
組
に
つ
い
て
学
び
、
緑

地
内
の
草
刈
り
、
植
物
観
察
な
ど

を
行
う
。

【
指
導
団
体
】

き
つ
ね
く
ぼ
緑
地
愛
護
会

【
活
動
場
所
】

き
つ
ね
く
ぼ
緑
地
・
鶴
川
付
近

問
い
合
わ
せ

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

辺
７
２
９
・
１
１
９
５

　
町
田
市
の
公
民
館
は
、
１
９
５

０
年
に
原
町
田
公
会
堂
を
譲
り
受

け
、
町
田
町
公
民
館
と
し
て
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
１
９
７
８
年
に

建
て
替
え
を
行
い
、町
田
市
公
民

館
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
充

分
応
え
る
に
は
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
原
町
田
六
丁
目
市
街
地
再
開

発
事
業
で
建
設
す
る
商
業
ビ
ル
内

に
新
公
民
館
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
、
１
９
９
８
年
に
利
用
者
・
地

元
住
民
・
学
識
経
験
者
等
で
構
成

す
る
公
民
館
移
転
建
設
検
討
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
２
０
０
０
年
９

月
に
実
施
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
０
２
年
６
月
に
竣
工
、

２
０
０
２
年
　
月
に
『
ま
ち
だ
中

１０

央
公
民
館
』
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
２

０
１
１
年
度
か
ら
町
田
市
立
小
学

校
で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
（
以

下
、
教
科
書
）
の
採
択
を
本
年
度

行
い
ま
す
。

　
採
択
の
候
補
と
な
る
教
科
書
を

公
開
す
る
教
科
書
展
示
会
は
、
教

育
セ
ン
タ
ー
と
森
野
分
庁
舎
の
二

箇
所
で
開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
教
科
書
へ
の
ご
意
見
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
展
示
会
場
備
付

け
の
所
定
の
用
紙
に
ご
記
入
下
さ

い
。
採
択
の
際
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
小

学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、
改

訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
を
反
映

し
た
内
容
と
な
り
ま
す
。

期
間
・
時
間

２
０
１
０
年
６
月
４
日
（
金
）
～

７
月
７
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

会
場
・
開
館
日

①
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階

資
料
室
・
展
示
室

　（
木
曽
東
３
―
１
―
３
）

○
開
館
日
は
期
間
中
の
月
～
金
曜

日
（
土
、
日
は
休
館
日
）

②
町
田
市
役
所
森
野
分
庁
舎

３
階
入
札
室

　（
森
野
１
―
　
―
　
）

３３

１０

○
開
館
日
は
期
間
中
の
月
、
火
、

木
、
金
、
日
曜
日
（
水
、
土
曜

日
は
休
館
日
）

※
会
場
に
よ
り
開
館
日
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。　

※
森
野
分
庁
舎
会
場
で
は
日
曜
日

も
開
館
い
た
し
ま
す
。

※
小
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
は

８
月
６
日
（
金
）
午
前
　
時
か
ら

１０

市
役
所
森
野
分
庁
舎
で
開
催
す
る

定
例
教
育
委
員
会
の
場
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー

辺
７
９
３
・
２
４
８
１

町
田
市
役
所
森
野
分
庁
舎

指
導
課
管
理
係

辺
７
２
４
・
２
１
５
４

町
田
市
立
小
学
校
２
０
１
１
年
度

町
田
市
立
小
学
校
２
０
１
１
年
度
のの

教
科
用
図
書
展
示
会
が
開
催
中
で

教
科
用
図
書
展
示
会
が
開
催
中
で
すす

（１）講座・講演会等
　　公民館では、毎年、講座・講演会・コンサート等を開催しています。講座・
講演会の一部は公民館から出向き、地域でも開催しています。また、市民企画
による講座・学級・公民館まつりなど、さまざまな事業を実施しています。
①講座型　
　　講座型の事業では、「家庭教育」・「市民講座」・「文学講座」・「女性セミナー」
・「男性セミナー」・「市内の大学・民間企業との共催事業」などを実施してい
ます。
②講演会等
　　身近な問題を中心に、誰もが気軽に参加できるような内容で単発の講演会・
コンサート・ファッションショーを実施しています。青少年を対象に夏休み子
どもフェアなども行っています。

（２）部屋の貸出し
　 ①施設内容　　

　部屋を借りるには、団体登録が必要となります（団体登録には、条件がありま
す）。詳しくは、公民館にお問合せ下さい。
　多くの登録団体が、この部屋を利用し、知識・教養を高めるほか、仲間を見つ
け共に学ぶ喜びを味わい、学んだことを人や地域に伝え社会に還元しています。
　このほか、「団体活動コーナー」、「情報・資料コーナー」、「授乳室」は団体登
録なしに、どなたでも自由にご利用いただけます。

利用案内
○利用時間　９：００～２２：００
○休　館　日　第２・４月曜日（祝日／振替休日に当たるときは、
　　　　　　その翌日）、１２／２８～翌年１／４
○利用方法　原則として、どなたでも自由にご利用いただけます。

学習室２（３０名）学習室１（２１名）ホール（１５８名）
学習室５（１５名）学習室４（１２名）学習室３（１２名）
和室１　（４５名）学習室７（１８名）学習室６（１５名）
音楽室２（１８名）音楽室１（２４名）和室２　（２４名）
美術工芸室（３０名）調理実習室（３７名）プレイルーム（１８名）
※（定員人数）保育室（２０名）視聴覚室（３６名）

町田の豊かな自然を再発見し
ながら、自然と人間、人間と
人間の共生的な関係を体感！

ま
ち
だ
中
央

公
民
館
の
歴
史

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ははははははははははははははははははははは
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ののののののののののののののののののののの
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ななななななななななななななななななななな
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

ののののののののののののののののののののの
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由
ななななななななななななななななななななな
広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
ででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

▲展示会場の様子
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